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この動物の CM を毎日測定し， CM の安定した約 1 週間後， 次の内リンパ管閉塞実験を行なっ
ナこ。





3. 音圧および CM 測定:スピーカーを先端が 2 本に分れた直径 50mm のビニールチューブに接続
し，先端の一方を動物の耳介に，一方を音圧測定用のコンデンサーマイクにあて，発振器より 0.25，
O. 5, 1 , 2 , 4 , 8 KHZ の音を出しその音圧を測定， それに対応する CM をオツシロスコープ
で測定した。
〔成績〕
A 長期、電極装着実験群:電極装着に成功し， 一週間以上安定した充分な大きさの CM が得られ，
かつ内リンパ管閉塞手術が成功した 5 例につき， 閉塞術後最短 3 日間最長36 日間の CM を測定し
ナこ。
これらは徐々に経目的に低下する傾向がみられ 1 週間で 2dB， 2 週で 3--4 dB, 4 週で 6--7dB 
程度の低下が観察された。中 l乙術直後ーたん低下しその後あまり低下しないのも一例みられた。
B 術後 CM 測定群:長期電極装着は行わず， 内リンパ管閉塞子1~gのみを行ない，その後の飼育期
聞を 1 週， 2 週， 1 ヶ月， 3 ヶ月， 6 ヶ月の各群に分け，夫々その期間経過後挿管麻酔下に正円窓
誘導法にて CM を測定した。 測定後生体固定し組織学的に内リンパ水腫の起っているのを確認し
fこ。
なお対照群として無処置動物10耳の CM を測定した。
1) 1 週群 (5 例)ではわずかな低下を示すも，ほとんど対照群と差が認められない。
2 週群 (3 例)では全体に軽度の低下(約 4dB) がみられた。 1 ヶ月群 (3 例)では 6--8dB，
3 ヶ月群 (3 例)では 8--14 dB (平均 12 dB) とだんだん低下が著明となり， 6 ヶ月群 (3 例)







3. 内リンパ管閉塞により CM 低下が起ることを確認した。 その低下は比較的ゆるやかであり， 6 
ヶ月で約 20dB の低下を示した。
4. この CM 低下は長期間の内リンパ圧上昇と， それに伴なうコノレチ器その他の二次的変化による
ものと考えられる。
5. メニエーノレ病の際の聴力変化はリンパ水腫のみによるのではなく，更に他の内耳変化をもたらす
因子が関係するものと思われる。
内ぺd
論文の審査結果の要旨
本論文はメニエーJレ病の主要症状の一つである難聴の原因を探究するための基礎的研究である。メ
ニエー Jレ病の際にみられる踊牛の内リンパ水腫を動物実験的に作り出し電気生理学的および組織学的
観察により，その蛸牛機能を研究しているものであり，内リンパ水腫により蛸牛機能が如何なる変化
をするかを詳細に追求している点において価値あるものである。
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